
さようなら、ありがとう、ドレーンさん
――　これからもドイツと内子町の心の架け橋　――

　
内
子
町
の
国
際
交
流
員（
以
下
、

Ｃ
Ｉ
Ｒ
）の
ド
レ
ー
ン
・
ア
ル
ン

ト
さ
ん
が
結
婚
さ
れ
、
３
月
25
日

に
ド
イ
ツ
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　
３
月
18
日
は
最
後
の
学
校
訪
問

の
日
。こ
の
日
、石
畳
小
学
校
で
は

ド
レ
ー
ン
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
、
新
た
な
門
出
を
お
祝

い
す
る「
ド
レ
ー
ン
先
生
あ
り
が

と
う
」集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。石

畳
小
学
校
の
児
童
は
保
育
園
の
頃

か
ら
教
え
て
き
た
子
た
ち
―
―
。

心
が
こ
も
っ
た
歌
や
出
し
物
に
何

度
も
涙
す
る
ド
レ
ー
ン
さ
ん
の
姿

か
ら
、
た
く
さ
ん
の
愛
情
を
注
い

で
い
た
こ
と
が
伝
わ
り
ま
す
。

　
石
畳
小
学
校
だ
け
で
な
く
、
町

内
の
学
校
や
団
体
で
い
ろ
い
ろ
な

思
い
出
を
作
っ
て
く
れ
た
ド
レ
ー

ン
さ
ん
。
姉
妹
都
市
の
ド
イ
ツ
・

ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
と
の
交
流
で

は
、
青
少
年
海
外
派
遣
事
業
の
引

率
や
通
訳
と
し
て
同
行
し
、
両
市

町
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し
て
も
活

躍
し
ま
し
た
。

　
今
月
号
は
、
そ
ん
な
ド
レ
ー
ン

さ
ん
の
特
集
で
す
。
多
彩
な
才
能

で
内
子
町
に
貢
献
し
て
く
れ
た
ド

レ
ー
ン
さ
ん
の
13
年
間
を
振
り
返

り
ま
す
。
い
つ
遊
び
に
帰
っ
て
き

て
も「
お
帰
り
！
」
と
町
民
み
ん

な
で
言
え
る
よ
う
に
―
―



ドレーンはずっと内子にいたいと言ってい
たので、帰郷は悩んだ末の決断だったと思
います。でも、その決断ができるほど、いい
人に出会えたということなので、変わらず
彼女の幸せを願いたいです。彼女は仕事も
遊びも、何でも一生懸命。今までは内子と
ローテンブルクとの交流に情熱を注いで、
ずっと頑張ってくれていました。これから
は自分のために情熱を注げることを見つけ
て、自分のために楽しんでほしいです。新し
い舞台でも、心は内子町のみんなとつながっ
ているから、きっとまたすぐに会えるよね。

ドイツは環境先進国なので、ドレーンも積
極的に「エコ好き」の活動に参加してくれ
ました。アースデイやマイバック運動など
を一緒にしましたが、思いもつかないよう
な楽しい発想で盛り上げてくれました。真
面目に考えるけれど、する側も楽しもうと
いうスタイルは、とても勉強になります。彼
女が入る事業は総じて楽し気。見せ方も上
手なので、多くの参加者が喜んでいました。
私自身も環境活動が楽しみに――。地球は
一つだから、エコ好きのドイツ支部として、
これからも一緒に活動を続けましょう。

平成17年にローテンブルク市で開かれた
「内子フェア」で、村前大根一座の伊予万歳
が披露されました。村前地区以外の人やド
レーンちゃんがメンバーに加わった公演は
大成功。日本に戻ってからも一緒にやるこ
とになり、それが今も続いています。ドレー
ンちゃんは誰とでも仲良くできる人柄で、
場を和ませてくれます。村前地区のメン
バーだけでは続かなかったかもしれないの
で、本当に感謝しています。もし伊予万歳
のドイツ支部の旗揚げができたら、必ずド
イツに行くので一緒に踊りましょう。

伊予万歳を盛り上げてくれて感謝

姉の影響で太鼓を始めて、ドレーンちゃん
と出会いました。「妹

いもうと

ちゃん」と呼んで大切
にしてくれています。ここ数年は機会がな
かったけれど、送別会で一緒に叩けて良
かったです。ドレーンちゃんは練習熱心で、
演奏が終わった後の喜び方がめっちゃかわ
いかった。全然疲れた顔をしないし、いつ
も仲間を盛り上げてくれました。その姿に
多くのことを学びました。これからも何で
も全力のドレーンちゃんでいてください。あ
と、見事になまっている内子弁を忘れない
でね。一緒にいれてすごく楽しかったです。

多くのことを学んだ憧れの人

「雛太鼓」　篠浦智
と も え

恵さん 「伊予万歳」　山本州
しゅういち

一さん

世界の環境問題に一緒に取り組もう新しい人生の幸せを願ってます

「ECO－ZUKI UCHIKO」　多比良雅
ま さ み

美さん「国際交流協会」　名本裕
ひ ろ こ

子さん

1_ドレーンさんの大好きな石田家の皆さん　2_ド
イツ語講座の様子　3_青少年海外派遣だけでなく、
先生たちの海外研修にも同行　4_雛太鼓では各地
で演奏を披露　5_エコバック運動などをした「エ
コ好き」の活動　6_「一緒にいるのが当たり前だっ
た」という名本さん。毎年のように誕生日会を開い
ていた　7_村前大根一座の皆さん　8_子どもにも
全力を出す、負けず嫌いのドレーンさん　9_国際交
流協会のプランナー会の皆さん。内子町は平成29
年に自治体国際交流表彰で総務大臣賞を受賞した
10_大凧合戦など、さまざまな内子の文化を体験

６

７

10

８９

エコ 好き うちこ

ありがとう！

またねー

これからもよろしくね！

楽しかったです！
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プランナー会では青少年海外派遣事業の
企画などをしています。ドレーンはドイツと
の調整役になり、引率や通訳としても大活
躍でした。私が特に感動したのは、通訳の
事前準備。彼女のノートには、日本文化を
どう伝えるかがびっしりと書かれています。
言葉だけでなく、心も伝えたい――。人と
人とのつながりを大切にする思いが見て取
れます。そんな彼女だから多くの人に愛さ
れているんだなと思いました。内子はいつ
でも笑顔で「ただいま」と言えるから、ドイ
ツでも安心して幸せに暮らしてほしいです。

ドレーンは娘と同じ年。18歳から北海道へ行った娘の姿
とどこか重なりました。娘はきっといろんな人に助けても
らっているので、私たちも同じように、何かドレーンの助
けになればなと思っていました。ドイツ語講座も受けてい
たので、それがきっかけでドレーンをはじめ、多くの人と
の交流の輪が広がりました。ドレーンとは年末年始を一緒
に過ごしたり、娘のいる北海道へ一緒に旅行したりしまし
た。お父さん、お母さんと慕ってくれて、楽しい思い出が
たくさんできました。ありがとう。今は社会に出る娘を見
送る親のような気持ちです。頑張ってね。体に気を付けて
ね。あまり言うと寂しくなってしまうけれど、これからの人
生が輝くように、元気で幸せであってほしいです。

娘の旅立ちを温かく見送りたい

「内子のお父さん、お母さん」　石田一
かずしげ

重さん、由
ゆ み こ

美子さん

10年以上もドイツ語講座を受けています。
全然上達しないので、ドレーンにとっては一
番出来の悪い生徒だったと思いますが、仲
良くしてくれてありがとう。講座ではドイツ
の文化やドレーンの旅行の話などもあり、語
学というよりはお茶会のような感じで楽し
かったです。彼女のすごさは7カ国語も話せ
るということ。やはり母国語で話すときが、
自分らしいということも教えてくれました。
本当のドレーンを感じたいので、これからも
ドイツ語を学び続けたいです。いつか本音
トークをできる日を楽しみに頑張ります。

ドイツ語での本音トークが夢 心をつなぐ通訳に感動

「ドイツ語講座」　小野尚
たかひさ

久さん 「プランナー会」　横田光
みつとし

敏さん

大
好
き
♡
ド
レ
ー
ン
さ
ん
！

い
つ
も
明
る
く
元
気
で
、「
内
子
町
が
大
好
き
」と
公
言
し
て
い
た
ド
レ
ー
ン
さ
ん
。
そ
の
人
柄
で
仕

事
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、
仲
間
の
輪
を
大
き
く
広
げ
て
い
ま
し
た
。
一
緒
に
活
動
し
た
皆
さ
ん

に
話
を
聞
く
と
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
ド
レ
ー
ン
さ
ん
へ
の
愛
が
あ
ふ
れ
出
ま
す
―
―
。

１

２３

４

５

お幸せに！

全てうまくいきますように

ドイツ語の勉強を続けます
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1_フェアウェルパーティの参加者全員で記念撮影　2_「内子町絆大使」
に任命　3_前町長の稲本隆

たかとし

壽さんが感謝の言葉を述べた　4_青少
年海外派遣生のＯＢ・ＯＧからも、たくさんのメッセージが届いた
5,6_閉会後にはドレーンさんとの別れを惜しむ人であふれた

　内子町とは恋に落ちるような運命的な出会い
で、ここで暮らせて本当に良かったです。１回
もホームシックにならないほど、ずっと幸せで
した。ドイツに帰ったら逆に内子町が恋しくな
ると思います。皆さんと過ごした楽しい日々は
ずっと忘れません。
　ドイツでは夫と初めての二人暮らしが始ま
ります。少し心配だけど、いい奥さんになりた
いです。そのためには彼に負けてもらうように
お願いします（笑）。それから、私はずっと両親
と離れて暮らしていたので、どのくらい時間が
残っているか分からないけれど、１日1日を大
切に過ごしたいです。今はドイツで就職活動も
していて、通訳のような日本語が使える仕事を
探しています。内子町ではローテンブルク市と
の言葉の架け橋のような仕事をさせてもらいま
した。次々と言葉を選んで、どう伝えるかを一

瞬で考えるのは楽しかったし、とてもやりがい
がありました。この経験を自分の仕事に役立て
られたらいいなと思っています。
　今、内子町の子どもたちに伝えたいことがあ
ります。それは「海外が怖いとか、外国語が難し
いとか考えないで」ということです。偏見を持た
ずに、いろんな情報や知識をたくさん浴びてほ
しいと思います。視野が広くなれば将来がもっ
と楽しくなるし、いろんな国の文化にも興味が
出てきます。世界には楽しいことや不思議なこ
とがあふれているから、どんどん勉強して楽し
んでください。そして内子町の子どもたちが世
界で活躍できるようになることを願っています。
　内子町の皆さん13年間、本当にありがとう
ございました。体はドイツに行っても、心の半
分は内子町に残していきます。いつか必ずどこ
かで、笑顔で再会しましょう。

世界のどこかで再会できることを楽しみにしています

１

２

３
５

４
６
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国際交流員から内子町絆大使に――
いつまでも内子町とつながっているようにと、小野植正

まさひ さ

久町長から「内子町絆
大使」に任命されたドレーンさん。フェアウェルパーティでは、たくさんの人々
の涙と笑顔、感謝の気持ちが広がっていました。ドイツで新しい暮らしを始め
たドレーンさんのメッセージと合わせて紹介します。

　
ド
レ
ー
ン
さ
ん
は
平
成
21
年（
'09

年
）８
月
に
Ｃ
Ｉ
Ｒ
と
し
て
内
子
町

に
着
任
。
そ
れ
か
ら
13
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
ド
イ
ツ
語
、
英
語
、
日
本

語
の
卓
越
し
た
語
学
力
で
通
訳
業
務

や
翻
訳
業
務
を
行
っ
た
ほ
か
、
環
境

活
動
や
国
際
交
流
活
動
に
力
を
注
ぎ

ま
し
た
。
日
本
や
内
子
町
の
伝
統
文

化
や
伝
統
芸
能
に
も
見
識
が
深
く
、

外
国
人
向
け
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
監

修
す
る
な
ど
内
子
町
の
観
光
行
政
に

も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し

た
。
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
と
の
交
流

に
も
情
熱
を
注
ぎ
、「
互
い
の
笑
顔

で
言
葉
の
壁
を
越
え
、
心
が
通
じ
合

う
瞬
間
に
感
動
す
る
」と
言
っ
て
い

た
ド
レ
ー
ン
さ
ん
は
、
ま
さ
に
人
々

の
心
と
心
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
の
よ
う

な
存
在
で
し
た
。

　
２
月
21
日
、
共
生
館
で
開
か
れ

た「
ド
レ
ー
ン
さ
ん
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル

パ
ー
テ
ィ
」に
は
約
１
５
０
人
が
参

加
。
た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
花

束
が
贈
ら
れ
、
彼
女
の
13
年
間
を
振

り
返
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
に
一
緒
に

涙
し
ま
し
た
。
式
の
中
で「
内
子
町

絆
大
使
」に
任
命
さ
れ
た
ド
レ
ー
ン

さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
、
私

た
ち
と
世
界
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し

て
、
世
界
に
羽
ば
た
く
内
子
町
民
と

し
て
、
豊
か
で
輝
か
し
い
人
生
を
送

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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